
２０１８年度 関西セミナーハウス 

日時  年 月 日（金･祝） 午前９時～午後４時      

会場  関西セミナーハウス＜修学院きらら山荘＞ 

      京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23 

         電話 075-711-2115（代） 
  http://www.kansai-seminarhouse.com/ 

  【主催】 公益財団法人日本クリスチャン・アカデミー 

   関西セミナーハウス 

   関西セミナーハウス活動センター 

 【お申込み・お問合せ】   

     関西セミナーハウス活動センター 
      電話：075-711-2117  FAX 075-701-5256 

Ｅ-メール：office@academy-kansai.org 

URL：http://www.academy-kansai.org 

＜会場までのご案内＞  
  

■ 市バス ５・３１系統「修学院道」、北８・６５系統「修学院駅前」下車、 

  徒歩 約２０分 

■ＪＲ「京都」・阪急「烏丸」から 

   地下鉄烏丸線「北山」下車 ２番出口よりタクシーで約１０分 

■京阪「出町柳」から 

  叡山電車「修学院」下車 徒歩で約２０分 

■周辺は、観光シーズンのため、相当の混雑が予想されます。また駐車場は、 

 スペースが限られており、すぐに入場できないことがあります。 なるべく

公共交通機関、タクシーでのご来館をお願い申し上げます。 

修学院
駅前 



 

こ
の
他
、
館
内
で
、
当
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
「も
み
じ
の
て
ん
ぷ
ら
」、
和
菓
子
、
ク
ッ
キ
ー
等
洋
菓
子
の
販
売
を
行
い
ま
す
。
食
堂
で
は
、
う
ど
ん
、
そ
ば
な
ど
の

軽
食
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
は 

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
な
ど
（
お
茶
席
券
で
も
利
用
で
き
ま
す
）
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。 

当
日
ご
参
加
い
た
だ
け
な
い
方
で
、
こ
の
催
し
に
賛
同
し
て
ご
寄
付
を
い
た
だ
け
る
方
は
、
同
封
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
下
さ
い
。 

お
弁
当 

夕
雲
亭 

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス 

 

お
茶
席 

   

清
心
庵
席 

広 

間 

席 

裏
千
家 

 

北
風 

宗
照 

裏
千
家  

藤
井 

宗
恵 

野 

点 

席 

裏
千
家  

一 

宇 

会 

公
益
財
団
法
人 

日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー 

二
〇
一
八 

年
度 

二
〇
一
八
年 

十
一
月 

二
十
三
日
（
金
・
祝
）
午
前
九
時 

ー 

午
後
四
時 

  
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス 

も
み
じ
ま
つ
り 

午
前
九
時 

ー 

午
後
三
時
半
（
受
付
は
三
時
ま
で
） 

午
前
九
時 

ー 

午
後
四
時
（
受
付
は
三
時
半
ま
で
） 

  

入
場
券 

 

前
売 

三
千
五
百
円
（
含
お
茶
席
２
席
、
お
弁
当
） 

 
 

 
 

当
日 

四  

千  

円 

（
当
日
券
は
お
弁
当
の
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
若
干
数
の
み
の
お
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。
） 

 
 

 
 

 

同
封
の
返
信
葉
書
と
振
込
用
紙
な
ど
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
十
一
月
十
四
日
（水
）ま
で
に
、
関
西
セ
ミ
ナ
ー 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

ハ
ウ
ス
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。
そ
れ
以
降
は
、
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

ナ
ネ
ッ
テ 

ク
リ
ス
チ
ー
ネ 

ゴ
レ
ッ
ツ
コ 

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
） 

ド
イ
ツ
・
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
生
ま
れ
。 

カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
ツ
・
シ
ュ
ル
タ
ー
、
ク
ラ
ウ
ス
・
シ
ル
デ
に
師
事
。 

一
九
八
〇
年
よ
り
、
ピ
ア
ノ
指
導
者
と
し
て
、
数
々
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
者
を
多
数
輩
出
。

ド
イ
ツ
で
最
も
優
れ
た
ピ
ア
ノ
指
導
者 

と
も
評
さ
れ
る
。
〝
生
涯
か
け
て
学
ぶ
〟
を
モ
ッ
ト
ー
に
音
楽

の
道
に
邁
進
し
て
い
る
。
趣
味
は
日
本
語
と
日
本
の
文
化
探
求
。
東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
地
元
ド
イ
ツ

で
福
島
へ
の
援
助
を
独
自
で
始
め
、
福
島
の
児
童
施
設
等
へ
物
資
を
送
る
活
動
を
し
て
い
る
。 

園
城 

三
花 

え
ん
じ
ょ
う 

み
か 

（
フ
ル
ー
ト
奏
者
） 

京
都
市
生
ま
れ
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
音
楽
大
学
大
学
院
卒
業
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
日
本
で
演
奏
活
動
を
展
開
。
Ｃ

Ｄ
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
Ｃ
Ｍ
、
イ
ベ
ン
ト
他
多
数
出
演
。
一
九
九
五
年
～
自
ら
の
体
験
か
ら
ア
ト
ピ
ー
患
者
を

支
援
す
る
た
め
の
演
奏
会
・
講
演
の
ほ
か
自
殺
予
防
法
人
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
社
会
福
祉
活
動
に
も
従
事
。

『
音
楽
ば
ん
ざ
い
♪
ア
ト
ピ
ー
に
勝
っ
た
！
フ
ル
ー
ト
奏
者
園
城
三
花
』
（
小
学
館
）
出
版
。
二
〇
〇
一
年

『
京
都
府
あ
け
ぼ
の
賞
』
受
賞
。
二
〇
一
三
年
フ
ル
ー
ト
呼
吸
法
を
使
っ
た
健
康
メ
ソ
ッ
ド
を
新
た
に
確

立
。
二
〇
一
七
年
～
毎
年
、
室
内
楽
・
フ
ル
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
講
師
と
し
て
ド
イ
ツ
へ
招
聘
さ
れ
る
。
京
都
市

芸
術
文
化
協
会
会
員
。
曾
祖
父
は
日
本
画
家
の
橋
本
関
雪
。h

ttp
://w

w
w

.3h
an

a.org
/ 

 

琴
演
奏
（
邦
楽
席
） 

午
前
九
時
半 
ー 

午
後
三
時 

沢
井
筝
曲
院 

岩
堀 

敬
子

 

社
中 

〈
能
舞
台
〉 

午
前
九
時 

ー 

午
後
四
時 

 
 

 

〈
ア
ゴ
ラ
ホ
ー
ル
〉 

 

所
蔵
作
品
企
画
展

「
ア
ジ
ア
で
描
か
れ
た
聖
書
の
世
界
」 

午
後
一
時
半  

ー 

二
時
半
（ 

開
場 

午
後
一
時
十
五
分 

）    

〈
大
会
議
室
〉 

曲
目
「
赤
と
ん
ぼ
」 

「
朧
月
夜
」
「
城
ヶ
島
の
雨
」
シ
ョ
パ
ン
「
雨
だ
れ
」
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
悲
愴
」
他 

 

フ
ル
ー
ト
と 

ピ
ア
ノ
に
よ
る 

フ
ル
ー
ト 

園
城 

三
花 

ピ
ア
ノ 

ナ
ネ
ッ
テ 

ク
リ
ス
チ
ー
ネ 

ゴ
レ
ッ
ツ
コ  
 
 
 

 
 

日
本
の
四
季
を
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト 




